
杏
林
温
故
会
は
戦
後
第
一
回
例
会
を
中
野
操
、
三
木
栄
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
大
阪
市
で
開
き
、
京
都
か
ら
は
佐
伯
理
一
郎
、
藪
内
情
、
阿

知
波
五
郎
ら
が
参
加
し
た
。
同
会
は
昭
和
二
十
四
年
一
月
、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
と
改
称
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
末
ま
で
の
五
年
間
に
京

都
市
で
九
回
の
例
会
が
開
か
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
は
京
都
種
痘
伝
来
百
周
年
に
当
る
の
を
記
念
し
て
、
京
都
府
医
師
会
は
日
野
鼎
哉
の
百
年
忌
法
要
を
行
い
、
西
大
谷
の
鼎
哉

の
墓
碑
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、
墓
前
に
あ
っ
た
創
始
五
十
年
記
念
碑
を
、
医
師
会
館
敷
地
内
に
移
し
た
。
こ
の
碑
は
医
師
会
館
の
移
転
に
ょ

２
、
種
痘
伝
来
百
年
記
念
行
事

昭
和
十
九
年
末
を
も
っ
て
、
全
国
的
に
組
織
的
な
医
史
学
研
究
は
休
止
状
態
と
な
っ
た
。
戦
後
、
研
究
が
再
開
さ
れ
て
、
雑
誌
が
復
刊
さ
れ

る
ま
で
に
は
数
年
を
要
し
た
。
京
都
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
を
境
に
し
て
、
京
都
府
医
師
会
を
中
心
に
し
て
医
史
学
研
究

１
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
一

杏
林
温
故
会
、
例
会
再
開

は
活
発
と
な
っ
た
。

四
、
昭
和
二
十
年
’
四
十
九
年
（
一
九
四
五
Ｊ
ｌ
七
四
）

京
都
に
お
け
る
医
史
学
研
究
史
〔
Ⅱ
〕

九
四
七
）
五
月
十
一
日

郵
權
唾
鍾
這
一
言
噴
濤
平
成
三
年
十
月
二
十
四
日
受
付

杉
立
義
一
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佐
伯
理
一
郎
が
五
月
三
十
日
、
九
十
一

５
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
二
月

り
漸
く
復
刊
さ
れ
た
。
昭
和

４
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
一

関
西
支
部
第
五
一
回
例
会

３
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
卉

『
医
謹
』
復
刊
第
一
号
発
行

り
現
会
館
前
庭
に
あ
る
。

清
涼
寺
釈
迦
如
来
立
像
胎
内
五
臓
研
究

ロ
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一

種
痘
伝
来
壱
百
年
講
演
会

京
都
府
医
師
会
館
に
て
、
次
の
三
講
演
を
行
っ
た
。

種
痘
と
民
俗
田
中
緑
紅

種
痘
雑
話
土
屋
忠
良

京
都
を
中
心
と
し
た
種
痘
伝
来
史
中
野
操

、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
十
二
月

種
痘
伝
来
壱
百
年
記
念
資
料
展
覧
会

京
都
府
医
師
会
館
に
お
い
て
種
痘
関
連
資
料
一
○
八
点
を
展
示
し
た
。

日
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
一
日

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
の
機
関
誌
『
医
諄
』
は
、
昭
和
十
九
年
六
月
第
一
七
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
に
な

漸
く
復
刊
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
前
後
に
は
、
京
都
か
ら
は
阿
知
波
五
郎
、
宗
田
一
、
山
本
四
郎
ら
の
論
文
が
目
立
つ
。

・
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
七
月
五
日

日

一
歳
を
も
っ
て
死
去
し
た
の
で
、
会
員
十
数
名
が
佐
伯
邸
寿
安
堂
に
集
っ
て
追
悼
会
を
催
し
た
。

（86） 86



日
本
医
史
学
会
は
昭
和
二
十
八
年
九
月
か
ら
、
東
京
で
毎
月
例
会
を
ひ
ら
い
て
き
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
に
な
り
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
復

刊
第
一
号
（
第
五
巻
第
一
号
、
通
巻
第
一
三
三
五
号
）
を
発
行
し
た
。
京
都
か
ら
は
評
議
員
と
し
て
阿
知
波
五
郎
、
川
井
銀
之
助
、
藪
内
情
が
参
加

し
、
昭
和
三
十
年
か
ら
阿
知
波
五
郎
は
理
事
に
就
任
し
た
。

７
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
三
・
四
日

立
像
胎
内
か
ら
多
く
の
奉
籠
品
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
各
専
門
領
域
の
研
究
者
を
集
め
て
綜
合
研
究
が
行
わ
れ
た
。
特
に
絹
製
内
臓
模
型
を

研
究
す
る
た
め
医
学
班
を
設
け
、
日
本
医
史
学
会
よ
り
森
田
幸
門
、
渡
辺
幸
三
、
石
原
明
が
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

６
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
一
日

会
場
京
都
杢

第
一
四
回
日
一

で
開
催
さ
れ
た
。

７
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
、

第
五
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会

特
別
講
演

朝
鮮
医
育
史
（
新
羅
“

一
般
演
題
ゞ
二
二
題

今
室
長
、
内
山
圭

シ
ン
ポ
ヂ
ウ
ム

医
学
教
育
の
歴
史
、
講
演
一
三
題

、
昭
和
二
十
九
年
（

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

わ
が
国
に
お
け
る
医
学
教
育
の
歴
史

朝
鮮
医
育
史
（
新
羅
Ⅱ
高
麗
Ⅱ
李
朝
）

四
回
日
本
医
学
会
総
会
が
、

京
都
女
子
大
学
講
堂

内
山
孝
一

復
刊

四
月
一
’
五
日
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
、
そ
の
第
一
分
科
会
で
あ
る
本
会
総
会
も
京
都
市

緒
方
富
雄

三
木
栄
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第
一
四
回
日
本
医
学
会
総
会
古
美
術
展
部
（
部
長
、
三
浦
百
重
）
は
、
京
都
国
立
博
物
館
と
共
催
し
て
、
医
史
学
的
に
貴
重
で
あ
り
か
つ
美
術

的
評
価
も
高
い
、
国
宝
、
重
文
を
ふ
く
む
一
六
三
点
の
資
料
（
絵
巻
物
、
和
漢
典
籍
、
解
剖
図
、
蘭
学
資
料
、
器
具
等
）
を
集
め
て
展
覧
会
を
催
し

た
。
こ
の
う
ち
八
○
点
を
撰
ん
で
、
『
医
学
に
関
す
る
古
美
術
聚
英
』
と
し
て
昭
和
三
十
年
九
月
に
編
集
刊
行
し
た
。

９
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
月
一
日

『
京
都
府
立
医
科
大
学
八
十
年
史
』
刊
行

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
一
日
、
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
記
念
事
業
の
一
と
し
て
、
八
十
年
史
を
編
纂
（
委
員
長
川
井
銀
之
助
）
し
刊
行
し
た
。

こ
の
う
ち
序
説
（
横
田
穣
）
、
療
病
院
時
代
（
川
井
銀
之
助
・
中
野
操
）
の
記
述
は
、
京
都
現
代
医
学
の
黎
明
期
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。

加
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
十
月
二
十
日

普
山
の
出
生
地
で
あ
る
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
で
は
、
普
山
先
生
景
仰
会
を
組
織
し
て
、
普
賢
寺
小
学
校
に
お
い
て
記
念
式
典
を
行
い
、
中

野
操
の
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。
記
念
誌
に
は
山
本
四
郎
が
「
藤
林
普
山
先
生
伝
」
を
執
筆
し
た
。

皿
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
一
月
九
日

小
石
元
俊
百
五
十
年
忌
記
念
会

８
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
二
十
九
日
～
四
月
十
日

医
学
に
関
す
る
美
術
資
料
展

会
場

第
一

記
念
講
演

会
場
京
都
府
医
師
会
館

、
昭
和
三
十
二
年
（
一
，

藤
林
普
山
百
二
十
年
祭

京
都
府
医
師
会
と
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
が
共
催
し
て
小
石
元
俊
百
五
十
年
忌
記
念
会
を
行
っ
た
。

京
都
国
立
博
物
館
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胆
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

第
六
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会

京
都
で
育
成
さ
れ
た
小
石
蘭
学
羽
倉
敬
尚

小
石
元
俊
先
生
の
医
学
上
の
功
績
に
つ
い
て
中
野
操

小
石
元
俊
先
生
を
憶
う
新
村
出

な
お
別
室
で
小
石
家
関
係
資
料
二
十
数
点
を
陳
列
し
て
展
示
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

理
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
十
一
月
十
一
・
十
二
日

週
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

蘭
学
資
料
研
究
会
第
四
回
大
会

会
場
京
都
大
学
附
属
図
書
館

皿
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
一

山
脇
東
洋
二
百
年
忌
記
念
会

上
方
蘭
学
者
展
五
月
十
二
’
十
四
日
、
京
大
図
書
館
展
観
室
に
お
い
て
。
資
料
八
七
点
展
示
。

な
お
こ
の
時
同
会
関
西
支
部
（
支
部
長
薮
内
清
）
が
発
会
し
た
。

皿
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
五
月
二
十
七
日

第
六
二
回
日
本
医

会
場
京
都
府
立

会
長
、
岡
西
為
人

特
別
講
演
日
本
眼

一
般
講
演
一
三
題

会
場
京

特
別
講
演

研
究
発
表 京

都
府
立
植
物
園
会
館
講
堂

蘭
学
事
始
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
緒
方
富
雄

日
本
眼
鏡
史
の
研
究
福
島
義
一

日古

7唾

五
月
十
三
日
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書
版
木
等
を
展
示
し
た
。

妬
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
三
月
二
十
一
日

水
原
三
折
百
年
忌
法
要
及
三
折
資
料
展

三
折
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
行
院
（
京
都
市
下
京
区
東
洞
院
通
塩
小
路
下
ル
）
の
住
職
須
賀
隆
賢
は
、
法
要
を
行
う
と
も
に
、
肖
像
、
家
系
図
、
箸

宮
津
市
由
良
在
住
の
郷
土
史
家
矢
田
悟
郎
は
、
私
財
を
投
じ
て
凉
庭
の
顕
彰
碑
を
由
良
神
社
境
内
に
建
て
た
。
題
字
は
武
見
太
郎
の
害
に
な

る
。
な
お
大
正
三
年
、
新
宮
凉
男
が
建
て
た
凉
庭
の
銅
像
は
、
書
院
跡
を
買
い
取
っ
た
上
田
堪
一
郎
よ
り
舞
鶴
市
に
寄
贈
さ
れ
、
い
ま
舞
鶴
メ

る
。
な
お
大
正
三
年
、
新
宮
一

ヂ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
。

西
村
秀
雄
（
京
大
解
剖
普

巧
、
昭
和
三
十
七
年
（
一

新
宮
凉
庭
顕
彰
碑
建
立

日
本
医
史
学
会
、
日
本
解
剖
学
会
近
畿
地
方
部
会
、
京
都
府
医
師
会
が
主
催
団
体
と
な
っ
て
、
山
脇
東
洋
の
業
績
を
称
え
て
、
次
の
よ
う
に

記
念
事
業
を
行
っ
た
。

会
場
京
都
府
医
師
会
館

記
念
講
演

山
脇
東
洋
と
栗
山
孝
庵
田
中
助
一

わ
が
国
人
体
解
剖
発
祥
の
地
を
求
め
て
西
村
秀
雄

蔵
志
の
内
容
と
そ
の
文
化
史
的
意
義
小
川
鼎
三

二
○
○
年
忌
に
あ
た
り
山
脇
東
洋
を
憶
う
Ｗ
・
Ｏ
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

史
料
展
観
、
同
日
、
関
係
史
料
三
八
点
を
展
示
し
た
。

村
秀
雄
（
京
大
解
剖
学
教
授
）
は
、
山
脇
東
洋
の
、
解
剖
場
所
を
確
認
し
（
京
都
感
化
保
護
院
）
、
記
念
碑
の
建
立
を
提
唱
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
十
月
二
十
日
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日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
、
東
洋
医
学
会
関
西
支
部
、
井
出
町
郷
土
史
会
が
共
催
し
て
、
綴
喜
都
井
出
町
田
村
新
田
の
琴
渓
の
墓
前
で
、
法

要
を
行
い
、
つ
い
で
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

Ⅳ
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
・

中
神
琴
渓
百
三
十
年
祭

琴
渓
雑
感
西
岡
一
夫

琴
渓
と
喜
多
村
良
宅
の
医
術
山
田
光
胤

私
の
見
た
琴
渓
翁
中
神
良
太

後
日
、
中
神
良
太
は
記
念
誌
を
発
行
し
た
。

肥
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
一
月
三
日

咽
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
・

『
京
都
大
学
七
十
年
史
』

戦
時
中
に
あ
っ
た
医
師
会
は
解
散
し
て
、
社
団
法
人
京
都
府
医
師
会
が
、
正
式
に
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
で
あ
っ

た
。
そ
の
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
京
都
府
医
師
会
は
二
十
年
史
を
編
蟇
発
行
し
た
。

そ
の
冒
頭
に
、
前
史
と
し
て
、
平
安
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
の
略
史
を
阿
知
波
五
郎
が
執
筆
し
た
。

鋤
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
二
十
日

『
京
都
府
医
師
会
設
立
二
十
周
年
記
念
年
表
」
発
行

明
治
元
年
よ
り
昭
和
十
九
年
ま
で
の
年
表
を
、
阿
知
波
五
郎
が
編
集
し
、
府
医
師
会
が
発
行
し
た
。

⑲
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
九

『
京
都
府
医
師
会
二
十
年
史
』
発
行

京
都
大
学
は
明
治
三
十
年
の
創
立
以
来
の
七
十
年
史
を
編
集
し
て
刊
行
し
た
。

、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
九
月

九
六
三
）
八
月
四
日

刊
行
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会
場
京
都
府
立
総
合
資
料
館

第
一
九
回
日
本
医
学
会
総
会
（
会
頭
平
沢
興
）
が
四
月
六
～
八
日
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
日
本
医
史
学
会
総
会
は
大
阪
市

（
会
長
中
野
操
）
で
行
わ
れ
た
。
京
都
府
医
師
会
は
医
学
会
総
会
に
協
力
す
る
意
味
で
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
と
共
催
し
て
京
都
の
医
学
史

展
を
開
催
し
た
。
守
屋
正
委
員
長
の
も
と
に
精
力
的
に
活
動
し
て
、
仁
和
寺
所
蔵
の
国
宝
医
書
を
は
じ
め
、
京
都
の
医
学
史
に
関
す
る
三
二
六

京
都
府
出
身
の
太
田
典
礼
は
、
東
京
都
内
に
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
『
古
医
学
月
報
』
を
創
刊
し
た
。
こ
れ
は
三
カ
年
（
第
三
十

九
号
）
つ
づ
い
た
後
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
よ
り
「
科
学
医
学
資
料
研
究
」
と
改
題
さ
れ
た
。
な
お
太
田
は
こ
の
前
後
、
京
都
府
医
師
会
の
医

史
学
研
究
活
動
に
、
側
面
か
ら
で
は
あ
る
が
、
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

魂
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
十
二
月
十
六
日

京
都
産
婦
人
科
医
会
二
十
五
周
年
記
念
資
料
展

京
都
産
婦
人
科
医
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
を
、
京
都
ホ
テ
ル
で
行
い
、
併
せ
て
産
科
領
域
の
資
料
展
を
催
し
た
。

認
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
二
十
日

『
京
都
府
立
医
科
大
学
百
年
史
』
発
行

創
立
百
周
年
記
念
式
典
が
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
。

１
、
昭
和
五
十
年
（
一

京
都
の
医
学
史
展

型
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
畦

太
田
典
礼
と
医
史
学
研
究

五
、
昭
和
五
十
年
ｌ
平
成
三
年
（
一
九
七
五
～
九
一
）

（
一
九
七
三
）
十
月

九
七
五
）
四
月
四
～
八
日
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点
の
資
料
を
集
め
て
展
示
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
年
、
京
博
で
行
っ
て
以
来
の
本
格
的
医
史
展
で
あ
り
、
多
く
の
参
観
者
を
え
る
と
と
も

に
、
そ
の
後
の
京
都
府
医
師
会
を
中
心
と
し
た
医
史
学
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
出
品
物
写
真
及
び
解
説
を
附
し
た
図
録
を
発
行
し
た
。

２
、
沼
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
七
日

２
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
一
一

山
脇
東
洋
観
臓
碑
建
立
記
念
行
事

日
本
医
師
会
、
日
本
医
史
学
会
、

を
建
立
し
、
記
念
行
事
を
行
っ
た
。

㈲
観
臓
記
念
碑
除
幕
、
山
脇
東
洋

四
記
念
誌
『
観
臓
碑
建
立
記
念
山
脇
東
洋
』
を
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
八
日
に
発
行
し
、
た
。

な
お
こ
の
後
、
例
年
三
月
七
日
に
府
医
師
会
編
纂
室
員
は
観
臓
碑
及
誓
願
寺
墓
地
に
献
花
を
す
る
の
を
例
と
し
て
い
る
。
平
成
二
～
三
年
、

感
化
保
護
院
が
全
面
新
築
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
、
観
臓
碑
も
若
干
移
動
さ
れ
た
。

３
、
沼
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
九
月
二
十
五
日

賀
川
玄
悦
没
後
二
百
年
記
念
行
事

賀
川
玄
悦
没
後
二
百
年
祭
に
当
り
、
近
畿
産
婦
人
科
学
会
、
京
都
産
婦
人

科
婦
人
科
学
会
、
京
都
府
医
師
会
、
徳
島
県
医
師
会
の
協
賛
を
得
て
顕
彰
会

た
。

ロ
記
念
式
典
・
記
念
講
演
は
同
日
、
京
都
府
医
師
会
館
講
堂
で
行
っ
た
。

六
角
獄
制
に
つ
い
て
熊
谷
康
次
郎

山
協
東
洋
の
あ
と
さ
き
小
川
鼎
三

六
角
獄
制
に
つ
い
て

山
脇
東
洋
の
あ
と
さ
き

白
誓
願
寺
山
脇
家
墓
地
の
整
備

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
打

川
玄
悦
没
後
二
百
年
記
念
行
事

山
脇
東
洋
が
始
め
て
観
臓
を
行
っ
た
京
都
感
化
保
護
院
前
庭
に
、

日
本
解
剖
学
会
、
京
都
府
医
師
会
が
発
起
団
体
と
な
っ
て
、
山
脇
東
洋
顕
彰
会
を
組
織
し
て
観
臓
記
念
碑

京
都
産
婦
人
科
医
会
が
主
催
し
て
、
日
本
医
師
会
、
日
本
医
史
学
会
、
日
本
産

得
て
頭
彰
会
（
会
長
山
田
一
夫
・
準
備
委
員
長
杉
立
義
一
）
を
組
織
し
、
各
界
の

講
演
と
し
て

記
念
碑
を
建
立
し
、
三
月
七
日
除
幕
式
を
行
っ
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長
崎
の
西
坂
公
園
に
祖
ら
れ
て
い
る
二
十
六
聖
人
は
、
下
京
区
四
条
堀
川
の
西
南
角
に
キ
リ
ス
ト
教
病
院
を
開
い
て
医
療
活
動
を
行
っ
て
い

た
が
、
慶
長
二
年
捕
え
ら
れ
て
長
崎
に
送
ら
れ
て
、
即
日
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の
事
を
知
る
人
は
少
い
。
そ
れ
を
顕
彰
す
る
た
め
カ
ト
リ
ッ
ク
京

都
教
会
と
京
都
府
医
師
会
有
志
が
は
か
り
、
綾
小
路
通
岩
上
通
角
に
石
柱
を
建
て
、
こ
こ
よ
り
百
メ
ー
ト
ル
東
に
あ
る
四
条
外
科
病
院
の
入
口

横
壁
面
に
顕
彰
板
を
設
置
し
、
四
月
十
四
日
除
幕
し
た
。

６
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
三
月
二
十
五
日

玄
悦
の
記
念
事
業
を
伝
え
聞
い
た
水
原
秋
桜
子
は
、
〃
産
論
の
月
光
雲
を
は
ら
ひ
け
り
″
と
い
う
句
を
作
っ
て
寄
せ
た
。
そ
こ
で
京
都
産
婦

人
科
医
会
有
志
は
、
玉
樹
寺
の
記
念
碑
の
真
向
い
に
句
碑
を
建
て
、
除
幕
し
た
。

５
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
四
月
十
四
日

ロ
記
念
式
典
、
講
演
会
、
同
日
午
後
、
祇
園
中
村
楼
に
お
い
て
記
念
式
典
を
行
い
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

阿
波
賀
川
家
の
後
継
者
た
ち
九
嶋
勝
司

賀
川
玄
悦
の
偉
業
小
川
鼎
三

日
展
示
会
、
同
時
に
別
室
に
お
い
て
賀
川
玄
悦
及
賀
川
流
産
科
に
関
す
る
資
料
展
を
開
い
た
。

口
記
念
誌
『
没
後
二
百
年
記
念
賀
川
玄
悦
』
を
編
集
し
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
に
発
行
し
た
。

４
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
六
月
四
日

浄
財
を
あ
つ
め
て
、
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

㈲
顕
彰
碑
除
幕
、
賀
川
家
菩
提
寺
で
あ
る
玉
樹
寺
（
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
西
寺
町
一
七
）
の
本
堂
前
庭
に
顕
彰
碑
を
建
立
し
、
九
月
二
十
五

日
、
法
要
と
除
幕
式
を
行
っ
た
。

産
論
句
碑
建
立

二
十
六
聖
人
発
祥
之
地
記
念
碑
建
立
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京
都
の
医
学
史
（
資
料
篇
、
五
五
二
頁
）
刊
行

京
都
の
医
学
史
に
関
し
て
は
個
々
の
研
究
業
績
は
多
く
あ
っ
た
が
、
系
統
的
通
史
は
未
だ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
京
都
府
医
師
会
は
、
昭
和
五

十
二
年
十
月
に
医
学
史
編
纂
室
を
設
け
、
宗
田
一
を
顧
問
に
迎
え
、
医
師
会
員
二
名
に
よ
る
分
担
執
筆
に
と
り
か
か
り
、
三
年
の
歳
月
を
経

て
思
文
閣
出
版
よ
り
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

執
筆
者
、
宗
田
一
、
阿
知
波
五
郎
、
指
宿
照
久
、
杉
立
義
一
、
高
島
文
一
、
竹
澤
徳
敬
、
中
野
進
、
藤
垣
亀
雄
、
藤
田
俊
夫
、
守
屋
正
、
山

な
お
本
書
は
、
昭
和
五
十
五
年
、
第
三
四
回
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
に
輝
い
た
。

７
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
六
’
二
十
七
日

「
京
都
の
医
学
史
一
刊
行
記
念
、
京
都
の
医
の
文
化
史
展

執
筆
者
、
宗
田
一
、
百

田
重
正
、
横
村
庄
一
郎
。

８
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日

京
都
の
医
学
史
（

同
年
八
月
二
十
日

「
京
都
の
医
学
史
」
刊
仁

会
場
思
文
閣
美
術
館

京
都
の
医
学
史
に
引
用
し
た
資
料
約
二
百
点
を
展
示
し
た
。
期
間
中
、
次
の
講
演
会
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
”
を
行
っ
た
。

京
都
の
祭
り
と
医
療
思
想

医
学
史
と
京
都

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
四
月
十
九
日

記
念
講
演
四
月
十
三
日

京
都
の
医
史
の
特
色
ｌ
京
都
の
医
学
史
の
編
蟇
を
終
え
て
山
田
重
正
、
竹
沢
徳
敬
、
杉
立
義
一

（
本
文
篇
、
一
四
三
二
頁
）
刊
行

宗
田
一

吉
田
光
邦
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医
学
史
研
究
の
現
状
宗
田
一

ｍ
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
六
月
五
’
六
日

９
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
二

京
都
医
学
史
研
究
会
創
立

た
。
入
会
者

記
念
講
演

展
示
会
京
都
在
住
会
員
所
蔵
の
基
本
的
医
学
史
料
六
四
点
を
展
示
し
た
。

史
跡
見
学
六
月
六
日
午
後
一
時
、
医
師
会
館
出
発
。

京
都
の
医
学
の
源
流
山
田
重
正

会
長
講
演
江
戸
時
代
の
京
都
に
お
け
る
医
の
倫
理
の
史
的
考
察
守
屋
正

祭
祀
の
医
療
思
想
宗
田
一

特
別
講
演

会
長
守
屋
正
、
準
備
委
員
長
杉
立
義
一

会
場
京
都
府
医
師
会
館

第
八
三
回
日
本
医
史
学
会
総
会

京
都
府
医
師
会
員
の
間
に
も
、
医
史
学
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
志
を
同
じ
く
す
る
者
が
集
ま
っ
て
研
究
会
を
創
立
し

・
入
会
者
七
十
名
、
事
務
所
は
医
師
会
館
内
に
お
く
。
毎
月
第
一
木
曜
午
後
二
時
よ
り
研
究
会
を
ひ
ら
く
こ
と
等
を
決
め
た
。
↑

京
都
府
医
師
会
医
学
史
資
料
室
会
を
創
設

医
学
史
編
纂
室
を
改
組
し
て
医
学
史
資
料
室
を
創
設
し
た
。

、
昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
二
日

一
般
口
演
六
二
題
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玉
樹
寺
（
賀
川
家
墓
蹄

石
家
墓
地
）
ｌ
真
珠
庵

ｕ
、
昭
和
五
十
九
年
（

究
理
堂
文
庫
資
料
展

昭
和
五
十
九
年
は
永
観
二
年
（
九
八
四
）
よ
り
数
え
て
一
千
周
年
に
当
る
。
日
本
医
史
学
会
、
日
本
東
洋
医
学
会
が
主
催
団
体
と
な
っ
て
医
心

方
一
千
年
記
念
会
（
会
長
小
川
鼎
三
）
を
組
織
し
、
日
本
医
師
会
他
数
団
体
の
後
援
を
得
て
、
全
国
か
ら
浄
財
を
募
っ
て
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

㈲
医
心
方
一
千
年
記
念
碑
建
立
、
御
寺
泉
涌
寺
山
内
、
今
熊
野
観
音
寺
境
内
の
医
聖
堂
の
側
園
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。
十
月
十
日
、
医
聖

堂
落
慶
式
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

ロ
記
念
式
典
、
同
日
午
後
、
思
文
閻
美
術
館
に
お
い
て
式
典
と
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

究
理
堂
文
庫
（
小
石
家
）
で
は
、

⑫
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）

医
心
方
撰
進
一
千
年
記
念
行
事

示
し
た
。

ロ
記
念
式
典
、

白
記
念
講
演

日
本
医
学
の
あ
ゆ
象
宗
田
一

江
戸
医
学
に
お
け
る
医
心
方
の
影
写
と
校
刻
事
業
の
経
緯
矢
数
道
明

中
国
古
代
医
学
と
医
心
方
三
迫
初
男

医
心
方
中
的
古
医
学
文
献
初
探
馬
継
興

四
日
本
の
医
学
一
千
年
展
、
思
文
閻
美
術
館
に
お
い
て
、
十
月
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
医
心
方
関
連
資
料
を
中
心
と
し
た
五
○
点
を
展

（
賀
川
家
墓
地
、
記
念
碑
、
句
碑
）
ｌ
誓
願
寺
（
山
脇
東
洋
墓
地
、
山
脇
社
中
解
剖
供
養
碑
）
ｌ
奥
渓
家
（
御
殿
医
下
屋
敷
）
ｌ
孤
蓬
庵
（
小

ｌ
真
珠
庵
（
半
井
家
墓
地
）
参
加
一
五
○
人

４
十
九
年
（
一
九
八
四
）
八
月

所
蔵
資
料
の
う
ち
四
三
点
を
撰
ん
で
展
示
公
開
し
た
。

十
月
十
日
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日
本
東
洋
医
学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
東
亜
医
学
協
会
の
共
催
で
、
菩
提
寺
で
あ
る
十
念
寺
（
上
京
区
寺
町
通
今
出
川
上
ル
）
の
本
堂
横
に
、

顕
彰
碑
を
建
立
し
十
一
月
三
日
、
除
幕
し
た
。

巧
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
四
月
三
’
七
日

第
二
三
回
日
本
医
学
会
総
会
医
学
史
展
示

第
二
三
回
日
本
医
学
会
総
会
（
会
頭
岡
本
道
雄
）
が
四
月
五
’
七
日
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
医
学
史
展
示
は
、
人
・
愛
・
技
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
資
料
、
写
真
パ
ネ
ル
二
五
○
点
を
次
の
四
部
門
に
わ
け
て
展
示
し
た
（
委
員
長
中
川
米
造
、
委
員
杉
立
義
一
、
中
橋
弥
光
他
）
。

。
〈
－
ト
ー
、
日
本
の
医
学
の
転
換
史
を
訪
ね
て

パ
ー
ト
ニ
、
現
代
医
学
と
医
療
の
転
換
期
を
迎
え
て

。
ハ
ー
ト
三
、
医
の
倫
理
や
人
間
性
の
回
復
に
関
し
て
（
ウ
イ
リ
ァ
ム
Ⅱ
オ
ス
ラ
ー
、
ア
ム
ブ
ロ
ア
ズ
Ⅱ
パ
レ
）

医
道
顕
彰
会
（
会
長
平
沢
興
）
は
、
わ
が
国
の
医
学
の
発
達
及
び
医
道
冗
揚
に
つ
と
め
た
医
家
先
哲
一
二
二
名
（
明
治
前
）
を
撰
定
し
て
、

医
聖
堂
に
祭
祀
し
、
石
碑
に
そ
の
氏
名
を
刻
ん
だ
。

皿
、
平
成
二
年
（
一
九
九
○
）
十
一
月
三
日

表
を
行
っ
た
。

㈹
記
念
誌
『
撰
進
一
千
年

週
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
一

医
聖
堂
に
医
家
先
哲
祭
祀

会
場
京
都
文
化
博
物
館

初
代
曲
直
瀬
道
三
顕
彰
碑
除
幕

田
医
心
方
研
究
会
、
昭
和
六
十
年
十
月
六
日
、
医
聖
堂
講
堂
に
お
い
て
、
東
西
の
各
分
野
の
医
心
方
研
究
家
が
集
ま
り
、
一
三
題
の
研
究
発
８９

竺
千
年
記
念
医
心
方
』

（
一
九
八
五
）
十
月
十
日

を
編
集
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
十
日
発
行
し
た
。
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御
陵
）
ｌ
真
宗
院

市
民
公
開
講
演

皿
、
平
成
三
年
六
月
一
・
二
日

会
場
京
都
府
医
師
会
館

第
九
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会

教
育
講
演

特
別
講
演

会
長
講
演

会
員
口
演

史
料
展
示

会
長
杉
立
義
一
、
副
会
長
藤
垣
亀
雄
、
準
備
委
員
長

教
育
講
演
一
隅
を
照
す
。
医
学
の
輝
き

特
別
講
演
中
国
医
学
に
お
け
る
経
絡
経
穴
の
変
遷

会
長
講
演
医
心
方
の
伝
来
か
ら
見
た
日
本
医
学
史
の

仏
教
大
学
四
条
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
四
月
よ
り
六
月
の
間
、
次
の
講
演
と
写
真
展
を
行
っ
た
。

近
代
外
科
の
父
、
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
Ⅱ
パ
レ
大
村
敏
郎

近
世
京
都
の
医
人
た
ち
末
中
哲
夫

２
医
学
史
料
特
別
展
示

史
跡
見
学
六
月
三
日

島
津
記
念
資
料
館
’
十
念
寺
（
曲
直
瀬
道
三
墓
地
、
顕
彰
碑
）
ｌ
今
熊
野
観
音
寺
（
医
聖
堂
、
医
心
方
一
千
年
記
念
碑
）
ｌ
泉
涌
寺
全
一
萌
麗
月
輪

陵
）
ｌ
真
宗
院
（
山
脇
家
正
墓
）
ｌ
御
香
宮
（
小
堀
遠
洲
庭
園
）
Ｉ
伏
見
刑
場
跡
（
平
次
郎
解
剖
）

１
京
都
に
お
け
る
医
学
史
研
究
史
、
資
料
一
二
○
点

２
実
一
学
史
料
待
別
展
示
（
会
員
所
蔵
未
公
開
史
料
）

〈
－
ト
四
、
京
都
地
域
医
療
の
歴
史

医
師
会
館
四
階

五
八
題

一
側
面

中
橋
弥
光

山
中
太
木

高
島
文
一

杉
立
義
一
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慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
か
ら
今
回
に
至
る
ま
で
、
四
百
年
間
に
わ
た
る
京
都
に
お
い
て
行
わ
れ
た
医
史
学
的
研
究
の
概
要
を
記
し
た
。
も
と

よ
り
私
の
狭
い
視
野
に
入
っ
た
範
囲
で
あ
り
、
さ
ら
に
個
々
の
著
作
は
割
愛
し
た
こ
と
を
断
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
列
記
し
た
六
九
の
事
項
は
、
夫
々
が
単
独
の
点
と
し
て
偶
々
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
京
都
と
い
う
歴
史
的
、
文
化
的
環
境
に
あ
っ

て
、
時
機
を
得
て
出
来
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
間
、
明
治
維
新
、
第
二
次
大
戦
の
前
後
に
は
、
医
史
学
研
究
の
空
白
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
。
維
新
後
、
医
史
学
に
目
を

注
ぐ
ま
で
に
は
二
十
数
年
を
要
し
た
。
京
都
に
お
い
て
は
、
竹
岡
友
仙
、
佐
伯
理
一
郎
、
半
井
朴
、
藤
浪
鑑
ら
京
都
在
住
の
研
究
者
に
加
え

て
、
富
士
川
瀞
、
呉
秀
三
ら
近
代
医
史
学
者
の
影
響
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
十
年
近
い
中
断
が
あ
っ
た
が
、
関
西
に
お
い
て
は
、
中
野
操
、
三
木
栄
、
阿
知
波
五
郎
ら
を
中
心
に
し
て
、
比

創
立
以
来
、
例
会
一
○
九
回
開
催
し
た
。
こ
の
う
ち
春
秋
（
三
・
十
月
）
二
回
は
京
都
府
医
師
会
と
共
催
に
よ
る
医
学
史
講
演
会
で
あ
る
。
機

関
誌
『
啓
迪
』
は
、
昭
和
五
十
八
年
以
来
、
毎
年
一
回
宛
九
回
発
行
し
た
。

西
洋
医
学
採
用
の
事
情
宗
田
一

療
病
院
の
設
立
と
京
の
寺
院
の
協
力
‐
藤
田
俊
夫

町
医
者
八
代
小
石
秀
夫

京
の
医
療
信
仰
と
医
療
史
奥
沢
康
正

写
真
展
、
京
の
医
史
跡
杉
立
義
一

Ⅳ
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
十
月
～
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
九
月

京
都
医
学
史
研
究
会
の
事
績

六
、
む
す
ぴ
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較
的
早
期
か
ら
医
史
学
研
究
が
再
開
さ
れ
た
。

京
都
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
江
戸
時
代
の
古
方
家
、
蘭
学
者
の
年
忌
に
際
し
て
、
顕
彰
事
業
や
業
績
の
再
評
価
が
度
々
行
わ
れ

た
。
山
本
四
郎
に
よ
る
一
連
の
京
都
蘭
学
者
の
研
究
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
昭
和
四
十
年
代
に
お
け
る
太
田
典
礼
に
よ
る
京
都
に
お
け

る
医
史
学
研
究
に
対
す
る
側
面
的
援
助
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
に
開
催
し
た
京
都
の
医
学
史
展
を
契
機
と
し
て
、
京
都
府
医
師
会
、
京
都
医
学
史
研
究
会
を
中
心
と
し
た
医
史
学
研
究
は
一
層

活
発
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
牽
引
し
た
の
は
、
阿
知
波
五
郎
、
山
田
重
正
、
守
屋
正
、
宗
田
一
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
統
の
上
に
立
っ
て
、
昭
和

五
十
七
年
と
平
成
三
年
と
、
二
度
に
わ
た
り
日
本
医
史
学
会
総
会
を
、
京
都
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
。

こ
こ
で
改
め
て
、
京
都
に
お
け
る
医
史
学
研
究
上
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
る
。

京
都
市
全
域
が
歴
史
的
風
土
に
お
お
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
医
学
史
跡
が
随
所
に
残
っ
て
い
る
。

京
都
大
学
、
府
立
医
科
大
学
を
は
じ
め
市
内
の
各
大
学
、
博
物
館
、
資
料
館
、
研
究
所
に
は
貴
重
な
資
料
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
歴
史
学
者
も
多
く
、
専
門
的
知
識
を
得
や
す
い
。
京
都
市
内
及
び
近
隣
に
は
医
家
旧
家
が
多
い
。
例
え
ば
親
康
家
（
丹
波
康
頼
よ
り
四
十

代
）
、
北
小
路
家
（
安
芸
守
定
よ
り
二
十
一
代
）
、
を
は
じ
め
、
小
石
家
、
伊
良
子
家
、
中
神
家
、
竹
岡
家
、
百
々
家
等
々
あ
り
、
夫
々
古
文
書
、

書
籍
、
史
料
を
伝
え
、
か
つ
現
在
も
医
業
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
現
実
は
、
わ
れ
わ
れ
に
指
標
と
助
言
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
近

年
、
会
員
の
中
に
も
、
積
極
的
に
医
学
資
料
を
蒐
集
す
る
動
き
（
和
田
医
学
資
料
館
、
昭
和
六
十
三
年
開
館
）
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
て
、
私
共
の
今
後
の
研
究
目
標
は
ど
こ
に
焦
点
を
お
く
べ
き
か
を
考
え
て
み
る
。

『
京
都
の
医
学
史
』
は
発
行
後
、
既
に
二
年
を
経
た
が
、
本
文
中
に
補
訂
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
個
所
が
相
当
数
見
出
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
同
書

は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
の
京
都
大
学
創
立
の
翌
年
を
も
っ
て
終
り
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
来
一
世
紀
近
い
年
月
が
流
れ
た
。
当
然
の

事
な
が
ら
、
折
を
み
て
続
篇
を
執
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

京
都
で
は
平
安
か
ら
明
治
ま
で
の
歴
史
が
長
い
た
め
、
医
史
学
の
研
究
対
象
を
つ
い
明
治
以
前
に
求
め
る
こ
と
が
多
い
。
機
関
誌
『
啓
迪
』
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一
号
よ
り
九
号
ま
で
の
掲
載
論
文
を
み
て
も
、
明
治
前
三
一
題
に
対
し
、
明
治
以
後
は
八
題
に
す
ぎ
な
い
。
明
治
以
後
の
京
都
に
お
け
る
現
代

医
学
の
発
達
の
過
程
、
さ
ら
に
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
発
生
し
た
諸
々
の
医
療
問
題
の
変
遷
も
医
史
学
的
に
追
跡
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
近
年
、

京
都
工
場
保
健
会
が
『
労
働
衛
生
四
十
年
』
を
発
行
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

最
後
に
広
い
視
野
に
立
っ
て
医
史
学
研
究
を
顧
る
と
、
最
近
の
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
旧
来
の
倫
理
感
で
は
解
決
で
き
な
い
事
態
か
増
加
し

て
き
た
。
そ
れ
は
単
に
尖
端
的
医
療
に
関
す
る
範
囲
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
医
療
に
於
て
も
困
難
な
問
題
に
、
道
偶
す
る
事
が
あ
る
。
ま
た
社

会
一
般
の
医
療
を
見
つ
め
る
目
に
は
き
び
し
さ
を
加
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
医
史
学
の
占
め
る
役
割
は
大
き

い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
お
わ
り
）

文
献

（
一
）
『
医
謹
』
復
刊
第
一
号
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
。

（
二
）
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
復
刊
第
一
号
（
五
巻
一
号
、
通
巻
一
三
三
五
号
）
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
。

（
一
二
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
清
涼
寺
釈
迦
像
胎
内
五
蔵
研
究
特
集
号
、
七
巻
一
’
三
号
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
。

（
巴
『
第
十
四
回
日
本
医
学
会
総
会
会
誌
』
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
。

（
吾
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
巻
四
号
、
第
罰
回
日
本
医
史
学
会
総
会
講
演
要
旨
、
昭
和
三
十
年
四
月
。

実
）
『
医
学
に
関
す
る
古
美
術
聚
英
』
便
利
堂
、
昭
和
三
十
年
九
月
。

（
ち
『
京
都
府
立
医
科
大
学
八
十
年
史
』
昭
和
三
十
年
八
月
。

父
）
『
藤
林
普
山
記
念
誌
』
昭
和
三
十
二
年
十
月
。

兎
）
『
医
謹
』
復
刊
十
九
号
、
特
集
小
石
元
俊
略
伝
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
。

（
一
ｅ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
九
巻
三
・
四
号
、
第
矼
・
腿
回
日
本
医
史
学
会
総
会
講
演
要
旨
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
。

（
二
）
『
復
刻
版
蘭
学
資
料
研
究
附
巻
』
龍
渓
害
舎
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
。

（
三
）
中
野
操
「
山
脇
東
洋
二
○
○
年
忌
に
よ
せ
て
」
『
京
都
医
報
』
二
八
八
’
二
九
一
号
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
・
十
一

（
三
）
西
村
秀
雄
・
雨
宮
次
生
「
山
脇
東
洋
観
臓
の
地
の
今
昔
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
九
八
四
号
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
。

・
二
十
一
・
五
月
一
日
。

(102） 102



ハヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ ヘヘヘヘヘヘヘヘ

ラマ詩：四三三一一一プしノーに一こう言舂四＝一,一一プ世ノ、一ヒフユ寺＝ワロ
ンンンーン酉ゞ－ーレシンンー…シシー……－…

『
医
諄
』
復
刊
二
五
号
も
山
脇
東
洋
二
○
○
年
忌
記
念
特
集
昭
和
三
十
七
年
七
月
。

山
本
四
郎
『
新
宮
凉
庭
伝
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
。

杉
立
義
一
「
水
原
三
折
と
そ
の
業
績
」
『
医
学
選
粋
』
一
七
号
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
。

中
神
良
太
『
先
哲
琴
渓
中
神
孚
、
墓
前
法
要
記
念
特
輯
号
』
昭
和
四
十
年
三
月
。

『
京
都
大
学
七
十
年
』
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
。

『
京
都
府
医
師
会
二
十
年
史
』
京
都
府
医
師
会
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
。

『
古
医
学
月
報
』
一
号
、
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
。

三
木
通
三
『
京
都
産
婦
人
科
医
界
沿
革
史
』
京
都
産
婦
人
科
医
会
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
。

『
京
都
府
立
医
科
大
学
百
年
史
』
昭
和
四
十
九
年
三
月
。

『
京
都
の
医
学
史
展
』
京
都
府
医
師
会
、
昭
和
五
十
年
四
月
。

『
観
臓
碑
建
立
記
念
山
脇
東
洋
』
山
脇
東
洋
顕
彰
会
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
。

「
没
後
二
百
年
記
念
賀
川
玄
悦
』
賀
川
玄
悦
顕
彰
会
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
。

賀
川
玄
悦
顕
彰
記
念
『
産
論
・
産
論
翼
・
読
産
論
』
出
版
科
学
研
究
所
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
。

中
尾
宏
『
京
都
の
渡
来
文
化
』
淡
交
社
、
平
成
二
年
一
月
。

「
京
都
の
医
の
文
化
史
展
目
録
』
思
文
閻
美
術
館
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
八
巻
二
号
、
第
配
回
日
本
医
史
学
会
総
会
抄
録
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
。

小
石
秀
夫
『
究
理
堂
の
資
料
と
解
説
』
究
理
堂
文
庫
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
三
号
、
昭
和
六
十
年
七
月
。

『
撰
進
一
千
年
記
念
医
心
方
』
医
心
方
一
千
年
記
念
会
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
。

『
漢
方
の
臨
床
』
三
七
巻
一
二
号
、
東
亜
医
学
協
会
、
平
成
二
年
十
二
月
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
七
巻
二
号
、
平
成
三
年
四
月
。

『
啓
迪
』
一
’
九
号
、
京
都
医
学
史
研
究
会
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
ｌ
平
成
三
年
四
月
。

『
労
働
衛
生
四
十
年
』
京
都
工
場
保
健
会
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
。

（
京
都
市
酌
京
都
医
史
学
研
究
所
）
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ProgressofthestudyofmedicalhistoryinKyoto[II]

bvYoshikazuSUGITATSU

TheoutlineofmedicalhistorystudiedinKyotoforapproximatefourhundredyears,from

1600tothepresentwasreviewed.

ExceptforthetimesaroundtheMeijiRestorationandWorl(IWarll,thestudyofmedical

historVhasbeencontinuouslvconducte(1.
ｰ

ThehistoricalandculturalcircumstancesinKyotohaveprovidedmanyadvantagesfortl,e

studyofmedicalhistory.

Wediscusswherethegoalsofthestudyinfuturearetobeset.First,wewillpublisha

complementandasequeltothebook@<MedicalHistoryinKyoto''issuedinl98QSecond、itis

nesessarytostudythehistoryoftherecentyears'developmentsinmedicine,sinceMeijiera.An(I

further,wehavetostudytheproblemsinethicscausedbytherapidprogressofmodernmedicine.

寺
○
［

（
却
○
〔
）


